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を II~ した時点における IJJ際的および国内的条件、
(1 I (11 L、河 9 2喜一’f4¥n 





























（以に、 ：tn2巻：（， ,; ：ト）
イ， IYJ政治1fi,i＇，.つ現代 1H口元
腐敗））矧烈とメカ ι ズ人 一



























i立ひ〈一層の京1J:%kと機会とを与えて L、心。 }!¥ オ）
h，卜l：会変則1J;lj,J)i品古L1；中で‘小役人による小向














[1］じく i長.ililUとL、.' ・c・ i, , その向山政治f{l;ブJ(/) 
性格 Clb:NdllWx.！削出二品jすら法制をも日む），主主in'
構造、政治丈化など tiバタ i)＇＼、により、 主fこl,i］じl,!
でも時期［ド］去に上り， 多！よな腐敗（i1m1r,'IJ1>'1• 心持








；こっL、C したといj肢に， f也の後iJ:¥El (I ) !/S Wz:の場介







h.や1]にとり， インドに 」 3 ける腐敗約制lf,•J ,1., / /1 








2 ‘＇ .. 刀‘」、；Jこも〉。 こJLカヘノ，I I v)jをj立諸いおこt;ft .:, rr~1 Wz 
の現われJnこ＇J今えた；影響は大きいり
」.）の例として，イン｜、じ〆 γの統治機構をと





立川、支配したか （，＇ 1 !i引火授、の＂， h'f谷が妓｛・lLあUt 



















































































にr,u;i訂Ltつ日！吹をみら〈土、 そ:1,J!.F:'.:t ·W~ : 二,1、F
I,'. fことえばWi，：長七Iうγ庁がllM，各をど：J、lj巴料、 wi
f薬などを特定良民に優先的にpqし、融資につI，.て
1/)j更官を与えると，， • l たケ←スで，hふ｝これは物
店；1'M1ノレ｜キi. : tどこて十j上.1(i . J1-:',/,Iぐ，／,iltY{本（jl;iJ
ごイ : 二 J, i 
（ロ1 l'>il'i吉山；ヤリ）時 /Tl 土 l~I係 L !.~ Ht F,'i ,1 ) ）.，； さぷ！五
l!r i, Jょ；., ) I .> たとえば、 ；；ソス，；11・1バ｝山Jふ＇，／j
貞一任険f¥1,jI 訂正（）（；）が外貨を使用しご外l1J商社か
ん肥料.(t］；！；などをノ、ソケ－ >' J：してIi幕人十ζ？！と干
に、 7仁－／1,t，、でr:Vi1~11，の filli格を J け）卜；「ごビマス，，l
pl1i資令を慣i、（jL、〔＼ ：＇）に、 ケト 11~1\'firll/\l 日〉自立争ド〆 3
i「三／，.・c lfitlれそ I壬i十日記。／，：どじl》・l！怯5・，h:三
J允lifタ~（ t什、：1dl1i’erh【l
，、 J 】 I》こ i' ;I ，＼↓‘， I ・. I 970{ f Ii J討11i!P;ri1h一「l、：毛
1 l'l'r1:imin;1. 1,,1 7 J：τ！J江川1J-,i:品1＼、 ）＇，＇（＼ι ＋似l'it.・っト.: . ; 
1c、＋ど 1fr'J/, ,HIJr，・／」friろ f tレノI : •カ込 i', fi Lご tご
¥ ！二） u）任中旬 JImuメtII¥¥'() I：事 1(1J将ハ脱千位、横
;r;, 1 勺 ~~k （と：；こ外lLI Ii ()!1 資本山上ひいれidこ~，tJ心i!J
J,ljif年，ir¥l/iJ同l弘IC:jJ¥ lえさJL よ：
l)¥j1f白'.i:,; ) ：，＇，！（片J ：こ li,Jj，主した／，｛；S ＼~r: t, イントてれ
f ・ ;_. L ・ノ、卜！イヤ山 ι）i{1' /i:どこれと j(j！以び＞kijl,')
















と 1うもに q1 ・ 1.－属’fト,l,!: に工るノUH，甘 ntr-J1~1;w，，土減






,'.,J川町ellたき L、隠れ吹がWI大字ど）(ti'([!',] （こふるり二jt 
i L 1 ＞いこJ口、 ζ 七，外？えが大l1tにj恋人し亡く；；，
:iO{i ・ .J~ !9JUl,2手！お＼！＇，（ Ul政H・Jに和jLいもび）が／Jはわ J 》て
, • ;) , J去i守｛；－ L. ＇ごいみれ





:q・(:;1＇.｝）を己 Y:1tるおi）去’奈を，t,;~，：したげ； iO ノh t 
fて. 1公n11企業i～rtamina刊；J!i!fJ:、；Jjl定ωための
をは三（d,FF8 Jにぷi汽L, l,iHをは会に法案を作
成主ぜているつ竺人じ， 1，，］年計 ）！ ，スハルト大統
（阪は，ほJjf,{？では全：tむF級以上の政H'.J?.',i fr .n上び
,H将以｜：のす…亡の’ボ将校にみi して司 T:lfJ~ば 1'{;lf 
;1；全指令したk
1,J大統領に上れば、 ［汚職に対 L, fi8年汚職撲
滅がf(Tl'K）をはけ検事総長に権限を付与し，また
出年来TI》4なる汚職事件解決班を設けたc的年に
1 H{!J: 0）汚職を摘発，う fコ90件に判決をド L，この
行方、：tlf'I：が寄.L1!q1であふ。また，＇.？ YftJ：ーの安i輸事件


















































































いふく；， 1;:r,l仁 uid，＇~ピか l ’Jl~lM I）存fj（.： う,J）来－1，日
！「－（， 2：土 ιに，かjt:t；上びか；／1ノu)J・r J,・!，政党，＼大1
(/) 』支If，献令をしてきたその企業に，入札の決定を
主士るため1,fifliJil'kWを従来し政治的！下一力をかけfこ
1 1王山台湾ロドー土＇＇ ;j ,f [ ?1'i'(¥'1じト二ふ／ご p亡十，令，，，仁川、 jflりj11・1 ft；（！＞内部



























Iつ q,: ・. t長l/JI¥H訟
I 'J係：t・:·j;:/lli\J,•,JI，：諜に工；Jj長!VJ¥i-1 i、1で；I)1f1.t見を食
tf:d足助1,I大；，tzl－＇）うぺ山 IJL利益企｜抗；l(j
た＇i'iY卑（ー I_:I）込 L,t I_ i fふ，＇.，＂
.I-I, , J l 4 Lる。
', ' 'TL，・＇し可
寸ノ＇.， ~;1；果になり／）－；：）なのである。
ヒり：ijkfwJ ；~＞）：，セす、 f心的11i1u支 l{r ／トJ長l/J物資 てぷ）仁うにみ亡くると， HミlJ1 lと被援助p:jt Cり
ブ 11ジy ケト段目ちとんと ;j)
一J, /,1除が経済外（t'-J・t P,Iて、き入，， （， れやすL、WI係が
•,,Jtl'fr{i:：ずるのである。
1/',J: I L，前・1,'1il愛l)l'. , 必，－jLLおf1J：な店主L[，人1Lが
ここで、 j長1/Jit I l”i政l{ji・ '.i,1 '1じi r ,'.:;! ) j [ . : I 
長円，／I l p j＇ぷこよふ 1,4¥W；：心、発生:i-ふ:i',J也心；1-
3：口L、卜Jf ィコ i♂，.！： i0,·~ C、
:rtド;j)t, {1 
治法l!Jcl）伐iv誌が Lゃf二んさ ;flたとこ 7）では， 1手i奇
心ト（rJh）；がi動く。 it-f交を媒介にして私企業が不斗
〉士り続争）J;U1J1でふる主主{f{t Jlf! ,f'I_. くAIて〈、
づI:;t；二、 1「J) 向J長Jl}J1.1こ〆と，1> Mi,'n'，パ／1i：守I .• ' 
;~- ~ Lらcl)!Yfi,'n，をJ心111ut1Hノ）＇，，）；て町
昨1,1,1・ ／ド；二／ぺ、 C！， 弔 1)/_11行〕；~jJいIi;'J；］色合' . ' ．、に tl 、
モ~－事手干 fl\1 に特別/; 11,:, 1iJ,',j喪主ii二1ft’1する結恥，'j-/_ /: L、独，1，自，1,,tJA；にあらから、、＇ 1然そこ 1・ i I、
山手I］’／.:IY,l係がtj:_L，そこ（ごi土，不勺な報酬均‘支i、,1D・，市山t"'.(＂／~；＇ I；日：攻，fi'L'S.J Lる｛tJ型的判的1/J・L＼・／ー
リベートがV、われ、政治献らわ；／ 1ノど〉二土：これふり私企業が，1-1・,:;,1競争 i、てとてしJじけk -~,/ I 1)! ¥ , 
しかもその財政it，援W1[1ヰ11H(
J,i]I. 
i入 1);;・ i二なわれふのi:,.！，八.：，、；、.－， /c: :+,itで司 1’荻を時f「1'.:_ ( lYH,'1'1 (;:_ 
の11.脱でふり、
l ,Fl］佐かんであ，た向それノんの私物｛ヒヵ；fr!U >A I 
ふ fパ、it.l]Ji与を渋1）えJI/J1, iとt,i出J長liJ11: ：帆1'し，
[ti]( kV、L I t,i,1; rノ：）り 1.均‘：＼U「と／に＇ CJ_; IJ, 
二U)ifuH',tにおいて，’乏1：た援助lよ，ど〉山であらμ,! ) !UL悦で／（jl'}J二／仁ざわ、 Ht失もカハ－ '~ .Jt.ゐかん











したが 1 て、 J&11J1v>H：ャそごには向JIめカ；I.( 1，、の
/) 1、のである。
その差額をコミッションとしてとる，






:;1s）は，1昨日トブ） I Tf{，匝il千f！：：：上ると，（；:i{f(/) ti科条











る （r',-< :t,fり永I免i改fι ゴ・ジン../ J. J,j[女将I，士見ノ、

















I( ）（~＇rt を判JICJ る！正樹H持政憶を強め、
ぺ同腐敗させる効果を点人， l.
いjt（大wどをし、〉にむにJ兵l!Jlilt¥除外為市J：二 i_)、さ tI）こ
）人、 J)j｛＇；－ に tにこi土そJ:.｛，口 をし 11~＼，、んJ1/,j, L、七山仁
w:wi:勢力を
，’）＇J" 
n1.，ノ l JV I j反[1/JI I t, .I]!，ふi1'1JI二七1ミ院内；；1)
'K'1'1WーでもJ乏LI/J[t]• r皮J長iリJ\rl双）j （ニ Y~！ H文士惇~ !. 
主たそれをfl心i主しやすし、，：リ二十分WI立
l十る必攻：／トふる 0 －とこじ iをjfiliむこおける 1,1~， Hv:v> 
Lやjーく，
Y卜1J:fi,fji(IJ• ヤトHJ長'.j!y珠十1を生｛らLI',i i,Vっとし C,





/Jゐ」ハ ／， .) " 
:Jl,e i{ i ；と（じと！品Wz





jtil[(J山統治·.~が、 Mc乙d，以前 i;, ，・，点、イこi'1iLiJi:1¥j(J 












」 (I)1f1Jま・したが J , CH としと！主をひレてL、と
l也紋共同f本｜人］での杯rn：扶1か子「J'fJ'l；にけ～び）！ι
！よく行なわれていると↓比！とIJすらと形亡の！出H'x:泊二，ムし1ニi14五；υ）'.fとfたと Lて,;1え心／うh伐心々 、わりに，
'c. A I f，ん、ノi'l¥v,'lf:℃{ 1’H くらυ〉トl, 十tli1(Jlij¥'.i 、, , .U:ir;:t .'), /i ，う ＇／~ う、 ·i'f 1, i二く L、rこ｛’l'/1:nr史的；： fr{I 
;jIJ ,'~ L ( C lいゐこと企Kl¥{t上く忘れス L:t '-c ',./ ,'., ,.・ > ( ;, :, , 










I'.:的＊！」 込 fと主主片こけられラ生産cl）発／j(4, fl¥；＼、段階’
乙 L かも外記〔の他人‘｜え｜作、伝染病，など山災；＋；：





Lごjλ（与：障？殺能均4車jtj:年与 jCIルこJ）であと3υ ／「ij tこ.：) ＇ぜ、
ごi，、医Il除去に之しく， インプレー J シis.ξ
；：ヒ＞；， 1UJ主lドj/;_ I↓二，r,＇、v') '/1'氏 十／レ江主J,r: 
ノ）、）、／ぃ；J・)jーノム状｛兄卜と． if. ,fjそのJ/Jlnu）十I止.h'1J
千；－哩1tlitリdd: ：：， 、~（ ＇、山である r 日未，ぞれか
公1:J／ふれ会保附ト二おさかえ心札、 ）.：釈のノ'i'.l,r;1ト
！活安tとし ζ く臼にしたがν、こ j)極（！）Jt,'i tV；：：士、十I
社i内；二減，1;、L、 バ IJ ノトンスチムルペ1:芯L亡くふ
でふんう l' 
1ロ1 t ,-) 〆j;t立さ l/.(_it A Iit ti:：＇，ぷ I,',t'J、i:
｛を！隼［1.jで山！MUむつ引するjlif＼：；的社企i先手江山t湾人と
主.；＇i{l二c1) I /\Ji/,:ti で中｝ふい人々山 XJ,r~~ ，l
JJ／品¥U＇｛方A 仁可＇~· L～ご官減主 i）ご
冴） ~:, ど， H ,:;i乏i生ltl /1逸t/it℃I也わt{,f，を＇； i十＜，j、j、i〕iJCII 
？上ニミi.'¥t純Jυ）1[；二、 ？打、資本土義ti:主でj1(;f )l 1,
,・.1.・，：・，、ふ IIM!f;: I J）観，主力aその主主 ci）＇之？では｛（
f巨して＇ ＇！よ／ト 11こことでふ ζ3υ 今fl、，！ J;j l j >At Iう‘
f重予，；；十IJL、』，： //i1;W;:c1>tlLl~i士、，3 --，，川ハ！のぷ業資本
主義社会成長：J引にその必t要に応じごメi，主）1た札の
であら• , I18 ＇，二 j1,/J.法制山中止をの可；てれ／（民！也社会
（二七 t，二主 AI ／こふとで Jとの'rl:{iに J ハィ、て次内上う
ふ： J J山 I:i h'.Ll全I,) '/:_ 
：布 li t‘IJ/(U(iここ》てこ j1 t -c I! i, f i .・九し：










Ml I'.:地主；配fj-fl.lj'L, 1 (; i1:士上の考慮からl}/JtliのU'Hiを祥JI¥
Jるという／［＇；＇.をとる t，のが多かったL. この限りにお
C ヨードアノ、産の反腐敗規範i土， Lイ）ljlる生き
／二社、にはなりえなか v Jた。今上｛ においても， l;!'r人j
0ゥ、主、千
'JI' どは店：，；，主~ h I三；二伐－ ＇てきたこ l苛；；！プ） 苧つであふ
と，官、：！ dt .o,: , 





j泊士． ., ,_ I/ン・ L イス（パ lリ＇， (). I'・ドゥイ ヴ









山I'!r1, Lたが., C ( tく1二L、な資産苔般の可能ft
／へかれんを本［!J /J、i',j主く隣）.LたlM引也i二a吐かせ






主社1乏L-:' ＇心打 i九ーく t上なL、／_i、iご＇八、ごいち A:. 
に指摘した！必りであるご実｜際に守 fンドて；士、 t) )_ 




における定；•； r主 （t ＇＜ 、をァドすーっの前十？：：であ／ずy c, 
H rJUt司 ｛をjf主1サ；二 M「j: yるd交i台コピfヒし1)1＇で夕 ト
t,1 
i f士Hliも； Lfこん為、 』交di:z｛七て一し＇） t J）イ， rL :C, ・tチりしl)/1[,r 
)1 lて変化 νJl' I（.＇）心 cl)c-点ls'.," i灸佳品［1-I：こ，包－J
Iる’ti:本ヰJ」（t'J＇計｜比Hi,0') id: j査とと ι；：＿＇ ,b)ニり J ) 
-,J，心 i'(_J:本土：義的｛1lifl{( fJ際／＼山心理（jか，－，／ル J ! 
! IのiJIrfi t,見逃かせないり
i1 L ＇.、！？句If'£(i,J刺激J小、 「モ／えト L 〆 J ＞主力
＇＋しを l1i)1μh＇；さ 1工I＂，う・ ,・ r{&UHI.会合fijlL i,fc L • J〆 ＞h
とL r-1会的li1 :, c1i 1¥';j ',、fi・ft r1:i ・，、h ；） ；二、 fl＼，、r-1t 
fl＼＇，、（ :Jにそ円正 fーケス，1>,'iI・.・紛J:if二号JJ,,
1l¥l)j ,J•、 ，；） i l亡！ヒ！l,i_ ＜），ん起こ.＇て！ィ叫 ・JcJ'¥；ヤ物't
（ドJij};}(J）（ド（二／,i¥1l攻ノ、1片；＜ J: l長A込r,1ibl .':i AL J 》ヨノ，i
ど、乙l Eた、 人i,＼、ど）点斗，・， IペJ らねばJH; ！と u'1 i I 
来効＇,t~ を生〆下、 ｝、た Jとうし fこ席Wx'.を 」川）l[c：宇今
卜－ J)必、t桜「F止とバI':Jさり守あら Lit＇経済発／ J(




/J ・/, r < 1t前人10,n111.1：こ.L：「心 ！正 1!<'.i'Hv1、十i/O上
:rlJ, ur. ；，小「i'Iドjト1/'1) i二 fL ス：： L - , 1 ノ (;: ・1 
げて， /,t;'j¥1'£ :'. (¥ 1,・ /J' ，批判］寸＜， J［士if，文化 1,'!: t AL
' ) . ) ，＇川： 1、i乏］住民le，政ih文化it守！似敗i二社 L<L 
irE fiJri(Jであふと）， '1 Iさるをえfい二）
i6) iを）色1,Jir;J府HUSHf;'Ji二おける ｛；. ／的！高W;:c1i
f,":i"i J フ:i-
インドドシ fを，1心としたこjL主むの検討合法
i濯に、 I -6 に紹f「したブライスやl話i 念Ul~尚－敗の
子'iCJ，＇~化を j麦進諸i玲の実f古令 t二 mu》して .j:!J:















t'r'，ιの政治家.,1· ：；級’~＼ ftであふし、；上軍必 Iii結I＼が． と
の権Ioliをと i'lし；主／こい特定集I-ti・企業などの／こめに
Uf-史イることに上り生ずる｝向m1x:である。




結び ＇） ，，、／こ政治家・ 1守僚・軍部・政商などが，輸
入品あるいはブ、ロジ工クト｛1li格を外国側のパート
？一一三共謀のじ；1il＇，万につけて，その差額を i1.!i 





































(l ・Iるが，実際に＇， IJ:f'!:ーと l℃1記I) ［・げらj1_／：；τ山Lt,
:f; I ；＼；総選挙 C191;7句ー） Uiをに（ハ I）咋しか 1,j宮E(I) 




























( i 1:I ) Alisjahbana, S. Takr!i r、Indonesia:Social 
a11d ('1dtural Revolution, Kuala Lumpur, Oxford 




主Li<" (L L C，、る‘lir.: ！）、し℃l、るυ
( ,!' ; ) fン FI’ンアlこJ,I←：， ( > ' I • a / ,/ J 
( I ,jit: I 1968有」J正;41可1：朔ii、J’f小 , :1::1,1,n来日：，. l 
l＼.ド Lfニと IH‘うも ，：；.• υ 1 ／ノ I Ii：大衆ゾ3





1961, Salary Regulation for Government Person-
nel）で n,:i11t2s%引（＼ fげがil'.t九i, Ht二。［'lfi：＼年8J 
にlI，同 fj'.5 Jにさかのぼって公務以，.1J I M'l合100%リ1
5 J・.げた。そしつ後， 19661ドl)Jには対rFJJ lt 5 f'rf ~ , 
(i6年 7IJにl士対面1JJ J Ji 3 f；おに司 （i7>f1 Jj : , t対詰,jJ l 
lι2的に， 67＂－ド 4月に It対古ijJ比 1f；；半に給Uの’；I ~~
1士げわょが 1人月 8kgの米の現物支給を行なって』IL、
J が， fン レの：H「I湾度にf~じらかに ）i tJ 1，九、。，，
C) l早川 1968＼！＇－，若 4{1t)j.J.IJにモ今ま μ絶中（l'Jい払大j ;J 
‘Ji T ;v’＇.，／： vJ C,:P＞？，。こ ju: Jt I.，イン I；ご「；（t心
18主要1円1:I ｜！〉勤労よお 1:f',H山 寸『 ii'li者f回肝；Jいを＇（｝） 変重ッ
／，る .1 , 1:160:rじ HlOL l二， 1r!1次f：がしにいす，
19βJiff.・12仏 19而2rrr:1:10, 196品＼J(: 215ル｛ヰlcFてし・
与。これ＇ .i< 1'( e】／1. みる I, .,j1:・ < ] 9（川；I',: 100 1 
I 二、 ］＇川バ＇：－ f:1 t 2ゴ1-, I・. Hti1H ', / rγF ' !.' , fγi 
れγγ と申立へCその／1fIYヰ、lti IるかL：小うし、0 JI'紛IU
1 '¥ ,, ）資1↑：， ・iよ＇￥，・ に＇ ・' ' .' い。
=. ,[i tlJ ) . i （；：済発ij,: ＼；融機付 I( + fU）。 Statisticsand 
Survey討 Division, Pl削 ming Commission, C;ovt. of 
Itulia, nr,i, Stati可Ii，・、 RelatingIり theIndian F,e,ρ－ 
110111y, I ）《IC.1969, )Ip. 22～2:l. 
(/J:4〕 1970年日 JJI:lllv1インド子、／＇／ Ci」会内ノト i'.
『訴にれト γ， 「多数，；，問主事前，J，：が関係 lト井いわれ.；：，
fスラ f •: I; J If I •· l ソへ c'• I，.、；・，：：術輸ti','1 i' J 虫、；j':
:.K .'<Atた（ !U1N f ジノ’調 r,'ふ可制『1$£1HF’；，ノ’空E覧』
197 l'cドl恢 fl U/) v.J4!iベーシ）〈
(i' 5 I ／：正えtl山 I;j J< , I /i'.IB機構 I, ,!./ ・＇孝尚 1
調lんご指輪に従事寸ら心どのケース。 56/571j'.頃まで
とくにこの符：郊の Lのがちか pた，＇： I，、i) i lる。
（注 6) dl安維＇ .J.:r'，をかりご十、結；でJi：.ジ、内通tI 
税を徴収す ζ，など。
(il: 7〕 TheAsia ,¥faga.zine、 TAM(F♂bruary, 
1969), J 1 :, 
Ci+ s〕 日IMASjミr:,r 1給朱凶t日j卑ν＇Iこと，ここて
! t店内年 5Jjかん70＇＜ド粒 JIJfrまでの，スイスの CIBAit, 
fタリ F COOi'へ、 吋主ltの i!( >ECHS’I', ,¥IIT, 1 
本 J); /1:が参加Il. /: L」 メ、・：1 I・ ン・＂ 1 〆1:.mJo 
1リ70'<!6)]1211山 AI”，f(l I , 7＇／＇然勺 ／，） か l Jλ ＂＇日hiWJ
偽名60_!, ・, I J;.I 1ifj山i＇.：・ 、うち， "1 !}5001汐，v：、円アをい
領 Lたといっ 'f_子・疑で取り調べ中であること，そのうち，
27万3000ドノしの回収がなされたことを報じている。
(fr 9 I ヰ闘の-Ji! '! ？； に 1~ 、，， I /J(t 、条｛，： ：＇~空襲 Jil 十j
v）伏It:惟合；I；（と＼1[h［『じm’＇k:6:’も I~ 1・, ！.、点、H,i't'.{i上
1，懸最1替を及lEす点が問題になった。三れは，スハノレ
I・ 1統領により 1970年 1） 仁任命さ 1t j・ 泌称 r!JLJ人妻
['t 会J(Komisi IV）によ q ても耳足り J：：げられた。
Mackie, J. A. C.，“The Commission of Four Re-
port on Corruption，” Bullどti
押0削 icStudies, Vol. VI, No. 3 (November 1970), p, 
90白
たじ，Smith、TheodoreM.，“Corruption, Tradition 
川 1dChange,'' Indonesia, No. 11 (April 1971), Cor-
】，el Modern Indonesia Project, 1971.は大変参考に
fl 
' 0 
<1巨10〕 その反行職法案は， 8月16日～11月 4日の
［，，；）会に提出されたが審議米了のまま， 71年 1月 5日か
(, ,; , ! , 5) -c ｛ヰ’，i＇~＇『i;\ .' 1 L fニiよl、あるが，その後ゲ）！ぷ，，，：
l’ ,, ，（｛土可'1J C :t,～る。
(/:lol) スハルト大統倣， 70年 8月16日の演説。予定




日occlarso, B., Korup.,i di I担doncsia,Djakarta, 
Dbratara, 1969, 108 p.なお， Wl次総選挙前， 1953～
54'.! iι［｛（第 1次プ iJ ・サス 7、ロ・アミジョヨ政権ト） , ' 
( C i・ 千シアリ／i",I攻の様相主／戸す小説 JLて， Lubi汽
1¥fochtar, translated by Claire Holt, Twilight in 
ni,d・arta, London, Hutchinson, 19川、があるo
'i I ；こ .＿／） fま；・・！ . Toer, l'ramoda Ananda, Koruj＞市
川， Djakarta, 196 ？，「腐敗」という，インドネシア ij'/i




Cr i:J:l) Contactmen. Ui 'JI-・宮界・政界などのl,'j十h勺
•Jr 者 nnにたって情報・不IJ権などの橋わたしをする職業
(I’J 1斗き役。××浪人とよばれる子令いい多い。ト正
三Lr fンケイ Y!i1n：γジア Ji'I択流『日本.；， ）丘・アシ f
.it 2 燃えるインドシナ』 （サンケイ新聞社 1971年）
172～177ペ ンめ’よ例をみよ υ
じU4) Myrdal, Gunnar、Asian/)rama, Vol. I 
・, pp. 946～947. 
(iU5) 『朝日ジャーナノレ』 70年 7月12日号にその
概問、リ説明がJ》ら。なおi-J, l:c.') [J本がからんだ内政.＇）；：
f'i;c')'l;.'.約l上， 人1'!!i,h「除 ）］胸tiなの責H羽／ 1_ 'c. C ！バカニス
6ラ
1972020068.TIF
ム」（『朝日アジアレピュー』 1970年 必 3lJ秋季 1;)
41～42ベ一二’を参照されたいっ
(ij:16〕 長洲一二「進行ずるアジア経済安保」 CW.:r. 
3 ノ 4スト』 1970年“月30「i号〕。
(iU7) f助と腐敗r，メカニズムに， ）いてい，，i,t( 
IEfll，商 r-1－.幹雄阿氏の教示に｝1うところが大きい。
(/}.18) 近代的腐臥の概£、は， ！!1業資本にじり tiI !r 
で公正な笹川競小を国家に保障さ什る i京 Jll!. と l て ~I. -t 
れてきた。議会制U〕発肢につれて， 19日：紀後半には選
挙におオるム正 J椎おυ要論〈公職に .t心者がそめ地
位をみI，用 lr 有伴者をr，：収 I..1ニり， J昔、烈；こ影仰をケえ
るのを禁ずる〉に恭仕すべく観念の肱5長会みた。 I'，刊－
f己に！ふい七：：？ 1 ｝：大戦後にじ，さらに J ’）綴.＇.？：.：， l'I 
刊のf十四GI':t：け坦1公iL すなわち女衆のtM社キ守る！京
Jlj！が力nわって今 flの観念、を形づくってい心。
こ l点；』e 'l、fIJ' 、ず） I 『品を j',_, t J；て，,I紛If ,[,J 
じたいr
(i}.19) Leys, Colin，・‘What is the Problem 
About Corruption？” The Jourmd of jfodcrn 
African Studies, Vol. 3, No. 2 (1965), pp. 216, 226; 
乱fair, Lucy, The Ne叩九＇ations, London, l鋭、3,
PP. 124～125. 
（注20) Dwivedi, 0. P.，“ Bureaucratic Corrup-
tion in De刊 lopingCountries，＇’ぺsianSuruey, Vol. 
VIL :'¥o. 4 (April 1%7), pp. 248～249. 
Dwivediはこの巴レンマが identitycrisisを生む
よLc' :. ＇る。
な！： , Riggs，ドred¥V., Administration in DeTel-
oping Countries, Boston, 1964, p. 273. 
Morris・_T01田， Vv'.H司 TheGovernment and Poli-
tics内fIn,li<1, London, 1964, pp. 61～63 
Hoselitz, Bert P，“ Levels of Economic Perfor-
mance anrl Bureaucratic Struct町田J’i1Joseph La 
Palombara ed., Bureaucracy and Political Devel-
opment, Princeton, 1963, p. 190. 
Bayley, David I I.，“The E鉦ectsof ( .orruption 11 
a Developing Nation，” The Western Political 
Quarterly, Vol. XIX, !Jecernber, 196“，ドp.720～72:l 
など参照。てと。
Braibanti, Ralph，“ Reflections on Bureaucratic 
Corruption，刊 PublicAdministration, Vol. 40, No. ,1 
(Winter 1%2), pp. 365～366は，土日）対策につき述べ
てし、る。
66 
Ci主21) たとえもf，“長peechof the Hon. Artliu r 
Kinnai1d，”出 quotedin Ram Gopal’s, Briti必 Rule
in India: An Assessmen丸Bombay,1963，をみよ。
（注22) Ibid, pp. 27, 148～149. 
C/'1:23) ？とえば MyronWeiner (London Times, 
Aug. 1964）など。
G主24) Ministry of IIome Affairs, (;overnmcnt 
of India, Annual Report of the Central Bureau 
of Im刷 tigation1.966 (Feb. 1967), pp. 56～57; Min-
istry of Home Affairs, Government of India, R" 
Iうortof the Committee on Pr，目Jentionof Corrup勾
tiοn, 1964, p. 16. 
なお，大H穂「 7 ン i に 3：ける政治 j尚 ll主に ~）L、て
(I) J （『アジア経済』第 9巻第4け 1968年〕， 65～ 
(ifi－：』； 0 
（／－＼：ニ＇.＇5) ダー／レ’.-;・ - > ＼＇’許［斗（ ／者，ji)j j よか R•
p • )・・ ・ ・i' ・ • ・h /'I: ( 1lif小）心とがある。 4のほかに，
’！，{lj：ξ ｛て／〈街4こiL ・c. ，こなか J I h；，外国十ZWJ・外
ift活動＂ ［均速し t· 腐敗目J ケ一九 u ，小規徴， i)） も （／） を ｛~
めると，インド・ci，実際にはかなりあるよう Cある 0
4. インドにおける政治腐数の将来

































































































l，ありとあ仁） ，），る手段ぷ用ν ムれる三りこ It~：， o 
決定権限を持つ官僚に対してはもんろん、 その L
ぃ j 、担l 、 1·1 大臣、代議士にまで1'均三かいうaな －~） に
その代償として，！｛側各， i昆職後の企業への再就職
／ピ合む払うゆる jl日宜供与、政；Mi·：令J〔どがな.~， A1, 
ている。
こう lえ企主川の手，rn.t獲得校予がj?,i:Lくな.，：， (/) 
は，重工業化が進む第 2次5カ年計jilj期以降であ







i -, せいぜいft，可人的コれとか←1 ミュ！凡な忠誠心
あるいはわずかばかりの贈賄による相手への働き
かけ以外：こは二j;I）手が：仁い。 ><: J）ペコ，） )jもヰJ.:f屯で
あり，すぐに露見しやすい。ゆえに政治腐敗で摘発
とう f「ヤすL、nitセごノ ュディ L，ム iガル／J.ど
ハ場合，） ）ようにq1小資本であ yた。 ）＜資本のJJ{, 
の手口は一層巧妙であり迂回が,J（：＇あ ：） ，発覚し ζ
も捜査・審査段階で政治的にもみ消されてしまう
ことが多いので表面には出にくいのである。



















もつか，そのI暖員に ft ，退職してし•［.，ラ iこ庇；I ）れ
た i~：j級作僚， fてとえば元会計検査院総裁（A· K・ 
JI J ），フロ大蔵省財政助長（タリプ・ンシグ〕，対関税

















、V }; Iム’ riうくjI 
式’；；民主権rm（／）来品を経ずに政治的iこj]:¥j主にf十i;i'Iを
処Jf!;¥ -tそれーノL / itj I話不iHindustan Moto刊のJg ：－~， t
！：かL｝ぴ）fri,1:rこもとノiさ，f I試行制i；＇，た）
一人・ ＇1,X¥ :! ;l;J j上l’戸市；li欠日 ！Jq:,Jplii IJI,",] 
( [ '15，；～Ii(,'/ ）；こ町同 1(J,i'¥ vi長・中）草1～融段！日j( (j









,1![,ijr'.'rトr., Eノ科j；ドドJ( ＇’Lス11,;,'fi吃三 j!/;I /1:J i、よ 1J、J；戸
射しJ'！•’りけ／·）， .U：二'ti｛議三：：ν・iI分な
1］一，il：をグど｛、i牛；＼ Iど1：・＇レ JUil/£i「ご（)rient ( ;en《‘ralfn《lus・
'iK{!J:¥:C() /J IL ！？ー（／ I q1で、 iI',) ri'ぬ；（：jC l-.{i'/7：＼、／）
人削 lilIJ '.>I (,j:t1,I) I J •c I - （’Al Iγ・ .• > :,: r ／》
校 IJ ·j~f;1; .'l¥HIIJ • {l''f~ c全企Y、し刈アんi、け；t'・ ＜、

































Mι，ta!,), l. ター・十 7・｛＞ テ〉
の：r:-nc，ニノレy財閥系 1Iinduslan Aluminium), 
八J
L
マ； d/1貸付けをiJ とず〈きインド［lh'd1H J' (Siλle 
Bani、什fI ndi:1) .J〕［ir］則！HJ,.1，長・中旬i口付けi:t7ずl'. 


























,IH/KJ,r lfinrlu討t"n( ,u11 and ( 、：111,mical討’ H-f,o,-
':-). I !;: ：＇；、I；，よj、：＼，ljt',C'i:'H;,u,";,), I tr:,7九（） I Jぺ！ 
存lゴ｛f;'<'.'.'f',I)}j ![ , ，.吋（ ;f-J 
81. lJ"(, I、政 IJ:i'.'HJ)} •L ピーを rj11トl ＇ ~\S ｛！＇：）ょに （，~！＇. ピt
！で川ljくづドをどふと
J ノアソトアノL¥U同寸： lndi,mI lyt・s-"1 r’＇'I"' !¥I ,I, 
111 lndustri出 ）， 1・ しょの傘下にある多数の企業かん
性白1議｜引と LC山／主命保的）＇ミ 十I:1Ll< > 
I-－トラ ζ 卜（lI '11 (I) I；日！り1/¥lにJiiI 
）、 Ltノ：〉）
·'l•V,i','W］宣；二－ ) ＇、て J）多数山中，，青r't:をl刊さ止℃















そ，：I)伐：1＇ノ，q11J、に主企業部11とれJta, LI（、のJL; lndu日lrie, IぃJ-f,¥/ew Swa.Jeshi) ／.（どて心〉ゐり
政府機関tt' 
J< lH 1／しJ4" Iiの企業tこ Y ,, :. －’ ＇J ト建，，交を，Wt主オ ) 
IL‘i I i公企業で’i:/(L /::.Ji;lH lい r[,lgJ製1，／，を安く
子イ I：ι-;, j町＇j-c'!fo 1 1 jぞなく，》－ ，、：川、 IIT! v,J1;¥{,:t 97 「ti1')i.JK1l
／日 l,11! 
I (J;i] {Fに制・，t.~: AL J七r'i烹 UHHt• Jlfl,1J ）社、： t' 
上たMIi日本 I'企業Ol'l処M，の大Ip；購入をお




I_ A 、＇~ , , f F!1守J) irf'i¥f立士みると， f叫il{vl,;t.• ;,r1f 




明社主！建設的旗仁る Lをかかげ，組斉ブJ<1: -,.;, I/) 




集中.／）i除、大財Ii~ ；土 1956年頃以降になると以 fの t .－，九：1-f, 
かわじす三、
純資！立の増大iよ2、話器；に上'r-f－すゐ一方であり（／LI3', 







( ／ご土えは、 I:／レ〆ラIH閥系 CE'nturyCh山 nical日 it, ]) 
-, n,l] （／）欠%＇1t:運用者｛IJen弱点をト分につ
69 











































































tた、川＇ ' ( f・I，＿γーに仁JL(f，同会議H_i玄
、I・ , Ji,'!: {1民性fiにi主．約三（）)i1c 1：＇ー冷‘必要どといわ
れる；Il>l n をこてど勺してもラ資産吟ばあるし、；tftlし
/J E 仁〉政治資；むの提供をうけうる者だけが伝候補す
づ：】ことになりカ＇t－， であと：＞ O l文it：資訟の提供託ーは、
大｛1＞業‘ J;Ji,'I!，政党、 i射愛i升{1五， iトltl喚問などであ
('. '.-, . ＂、←，， I/ ,'l ' ( t I i望小にお！‘、 C腐敗
Lて！ぜ、パ 1，、行を遜I',jーとs） がボ峰山；j，ざ iとさえ
、J' J 、心、，，；；，，汁 lリ＇， l1十＇Nit選手ぺとに多艇のli.Of，献
！？をしてきたか，そし／）’tr.患を，Jくすiータ；土散発的
にしか心！ィン／二とえば司 1%7年のc:fiI /5(,t(i:返さfc!)
l>'1. i -_ : J、 三、 lしこ子則I/W1t,i';-fi1；約 l:')9'} fl I子一会lt!K 
会ぷVr(iこ寄付し， li'It;長に（／ーケー財閥も公j子ト1l 7 J} 
，，ヒ 合得itしたとレわれる（＇［ 2,>)0 iも：手I与以タトに
も阪iトi 財 ＇N，う＇；）政党司谷／）［（I/母υ川、九、政治家fl,i
人i：代的資計泊、：；1在、 jLくし、らυj乙，：，ソ υノL ・ i'; 
'-:, -llli¥tl［（・ B・ッ yγ 山誕生｜！？をぷ，♀ L 、
（・ B・ゲ／＇＇ γ九LKをi'Iゐ,iL、う γlI iで財界ん、九
集会：さ；／Lたが、 二h／（どはその川である＂ I母会議
,Itの中に，.',1)(,;lど） ' iゴルラ・ 1ンj 左上ばjtるE
i;'ド会I寺ItlOIJ名iu:くL、ると｜！持された志， fそく根拠
























































































































{!1, ・Jlifわ： i:4, !, .-, t; L 7, 、＇： '.t }) ；そ f1lL-)f人一！
l：、無！？い、川二 l,Sるをえ江小）／二ごいン〉つ＇・ _1,;,1 ) 
i科大，1r0a吹弓＜ni・ ；，ト［；会状況、山写く.＇ ) }~ •!t~ ,J）無Itる
は；~，ん、：こ大きな力でj並行してし、お。そのた,i；来、 J.＇~i主i心、~示 ）），無努IJll:t 、政 iTliJ ‘』＜｛7t '.: h ic t川、ρ、







，ふく：》！ー i•,'iJ): / ・,j:' i' ; ＜、 HIん＞（｛ （，叶1/¥li. 
/ /1., 
・, , I /・ ( 
｜、人科riと1円1＇.打 ／） <(1,1 ;1'; . :J、t・ ＜，悦 ｛） ＇ノ）：品 L1,i . ,I'
',' I l土／；、」、 ;rじ述c/Jtうに‘ Hr J f可； F fl.i{lrli[ 






！出 lV:、，；）引きも !I：しく，;ffil L C おく必 ，g~ ！.れあとヲ
（［ う・i本店；・c:.t,r.cn,1＞人・14¥f ,.= .tいよ↓di/if：土そめ！• 
l i：三／ここ
ゴいート I）ノ、山 i，似［ぐl/UJfi・
Jルヲ）f』会lえーか「》/1L ν~I ,',i', 
.t二｛ヒr"ij，主7 ;j門 J<, 
／そぷ） i誌と L< )ljh; =f~fr ,¥ ,1 
，・） 【『 i:.J；さ「》1宝・ ・1¥• ¥H'N.1，；ト i'
' こJ; ,J、(li] -/-. 
L、），J、ーしイ、、4ンに
rJ - (_ /) ＇•＇、
上i、，／J:IMIV，：しつが＇J，＼企みるに j:~~ Lご、 J,(;JIV: 
とνりし UtO>j＇＼お（！，＇. （ンドではi也山iを］！U/';!1.1v，快＜

















j川li'ri二Ii.川l"・,I l士糾1jl¥す ，：!I山J) li;J／~jJ ＇て、／｝
・ .I: .,:1山，[V,(/ ,・(/is山、人
人j( l: .-; f = I て叫けんjlぐさu：十ん、！.＇'.l ) 1・,J、
早／そし C ！）；、よ L、かどう力、， ;ih;:, 1，、it' ,J-I仁L、Jv、，／二ノ］ノ、数♂）／、 γー！リベト.：; I n的’'Ii.J、＇・I,''. l」｝、，払i、一＇・
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